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～昭和３０年代初期の

　　子どもの遊び～

あ
の
日　

　
 
あ
の
頃

町村合併５０周年記念

写真提供＝窪島田鶴子氏（鹿児島市在住）

石垣を抱いてそびえるガ
ジュマルの木の上は、子ど
もの絶好の遊び場。学校か
ら帰るとカバンを縁側に放
り投げ、真っ暗になるまで
遊んでいました。（昭和３３
年＝荒木）

フラフープが大流行した
のもこの頃。（昭和３４年
＝荒木）



平成１８年１０月号　（２）

　

水
は
生
命
の
源
で
す
。

　

水
は
、
陸
、
海
、
空
と
行
き
来
し
、
形
状
は
常
に
変
化
し
な
が
ら

「
循
環
」し
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
生
き
物
に
不
可
欠
な
水
に
関
す
る
情
報
の
特
集
二
回
目

は
、「
水
の
現
状
」を
紹
介
し
ま
す
。

特　集

しまぬ「水の循環」②

不明 
32％ 

汲み取り 
3％ 合併浄化槽 

5％ 

単独浄化槽 
9％ 

地下浸透 
51％ 

トイレの処理状況 
調査対象241戸 

不明 
32％ 

汲み取り 
3％ 合併浄化槽 

5％ 

単独浄化槽 
9％ 

地下浸透 
51％ 

トイレの処理状況 
調査対象241戸 

喜
界
の
水
を
科
学
す
る

利
用
で
き
る
水
は
わ
ず
か
０
・
０
１
％

　

地
球
規
模
で
考
え
る
と
地
球
上

に
は
、
お
よ
そ
十
四
億
㌔
立
方
㍍

の
水
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
九
七
・
五
％
は
海

水
で
、
淡
水
（
氷
河
・
地
下
水
・

川
・
湖
な
ど
）
は
残
り
の
二
・
五

％
だ
け
。
淡
水
の
大
部
分
は
南
極

や
北
極
な
ど
の
氷
河
で
あ
り
、
地

下
水
や
河
川
水
な
ど
は
地
球
上
の

水
の
〇
・
八
％
で
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
地
下
水
と
し
て

存
在
し
て
お
り
、
比
較
的
利
用
し

や
す
い
河
川
水
や
湖
沼
水
は
地
球

上
の
水
の
わ
ず
か
〇
・
〇
一
％
に

過
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
水
を
ど
れ
だ
け
き
れ

い
な
水
と
し
て
自
然
に
返
し
て
循

環
さ
せ
る
か
は
、
一
人
ひ
と
り
の

意
識
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
利
用
さ
れ
た
水
の
行
方

　

私
た
ち
が
、
台
所
、
ト
イ
レ
、

風
呂
、
洗
濯
な
ど
に
使
う
水
の
量

は
一
人
一
日
約
二
五
〇
㍑
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
喜
界
島
の
場
合
、

生
活
排
水
と
し
て
家

庭
な
ど
か
ら
流
れ
出

て
い
く
水
は
、
約
三

割
程
し
か
浄
化
さ
れ

ず
、
大
半
が
海
へ
と

流
れ
出
て
い
ま
す
。

（
図
表
２
）

　

ト
イ
レ
の
処
理
状

況
を
町
内
二
百
四
十

一
件
を
対
象
に
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
約
半

数
が
地
下
浸
透
で
処

理
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

（
図
表
１
）

　

地
下
浸
透
方
式
は

喜
界
島
特
有
の
ト
イ

レ
で
、
便
器
は
水
洗

町全体の 
汚水処理状況 

未処理 
67％ 

浄化槽 
26％ 

農業集落排水 
5％ 

公共下水道 
2％ 

町全体の 
汚水処理状況 

未処理 
67％ 

浄化槽 
26％ 

農業集落排水 
5％ 

公共下水道 
2％ 

公共下水道 
農業集落排水 
浄化槽 
未処理 

で
あ
り
一
見
す
る
と
き
れ
い
に
見

え
ま
す
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
便

槽
の
底
は
筒
抜
け
に
な
っ
て
便
所

等
の
汚
物
を
含
ん
だ
汚
水
は
そ
の

ま
ま
地
下
水
へ
と
流
れ
込
ん
で
い

る
の
が
実
態
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
町
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
の　

　
　
　
　
　

研
修
を
終
え
て

　　

子
ど
も
に
教
え
る
た
め
、
あ

る
い
は
調
べ
・
ま
と
め
さ
せ
る

た
め
に
は
、
ま
ず
教
師
自
ら
が

学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
教
科
領
域

等
教
育
方
法
研
修
会
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
部
会
で
は
、

そ
う
い
う
ね
ら
い
の
も
と
に
喜

界
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
た
。
顕
微
鏡
を
覗
き
込
む
と

さ
か
ん
に
微
生
物
が
動
き
回
っ

て
お
り
、
私
た
ち
の
出
し
た
生

活
排
水
を
浄
化
し
て
く
れ
て
い

た
。
ま
た
、
立
派
な
施
設
が
で

き
あ
が
っ
て
お
り
、
係
の
方
か

ら
各
施
設
の
説
明
を
丁
寧
に
し

て
い
た
だ
い
た
。
よ
り
よ
く
理

解
す
る
に
は
ま
ず
自
分
の
体
で

感
じ
、
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。
環
境
保
全
に
向
け

て
、
各
学
校
で
も
こ
の
立
派
な

施
設
を
学
習
に
お
お
い
に
活
用

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
感
じ
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
部
会

長
／
真
辺
照
男
阿
伝
小
校
長

図表１

図表２



（３）　平成１８年１０月号
　

人
が
ど
れ
だ
け
水
を
汚
し
た
か

の
発
生
割
合
（
※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
を
一

日
一
人
当
た
り
で
見
て
み
ま
し
ょ

う
。（
資
料
＝
環
境
省
）

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ

　

水
の
汚
れ
の
度
合
い
を
表
す
指

標
と
し
て
、
水
中
の
酸
素
を
微
生

物
が
ど
れ
く
ら
い
使
う
か
と
い
う

量
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
従
っ
て
割

合
が
高
い
ほ
ど
水
が
汚
れ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
水
質
浄
化
に
活
躍
す
る
微
生
物

　

自
然
界
に
は
有
機
物
な
ど
の
汚

濁
物
質
を
分
解
す
る
微
生
物
が
数

多
く
存
在
し
、
自
然
の
浄
化
作
用

を
担
っ
て
い
ま
す
。
海
や
川
に
汚

れ
た
水
が
少
し
く
ら
い
流
れ
込
ん

で
も
、
き
れ
い
に
な
る
の
は
浄
化

作
用
が
働
く
か
ら
で
す
。

　

微
生
物
か
ら
み
る
と
水
中
の
汚

れ
は
栄
養
分
で
あ
り
、
微
生
物
も

私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に

栄
養
分
と
酸
素
を
必
要

と
し
ま
す
。
水
中
の
酸

素
が
少
な
く
な
る
と
悪

臭
な
ど
の
主
な
原
因
に

つ
な
が
る
わ
け
で
す
。

▽
下
水
道
と

　
　

浄
化
槽
の
役
割

　

私
た
ち
の
家
の
台

所
、
ト
イ
レ
、
風
呂
、

洗
面
所
な
ど
か
ら
出
る

生
活
排
水
や
事
業
所
か

ら
の
排
水
は
、
浄
化
槽

の
場
合
は
直
接
家
庭
内

に
設
置
さ
れ
た
浄
化
槽

内
部
へ
流
入
し
、
下
水

道
の
場
合
は
下
水
管
を

通
し
て
集
め
ら
れ
て
浄

化
セ
ン
タ
ー
ヘ
運
ば
れ

ま
す
。
下
水
処
理
場
と

浄
化
槽
の
内
部
で
は
、

微
生
物
が
浄
化
能
力
を

　

前
述
の
よ
う
に
「
水
は
循
環
」
し

て
い
ま
す
。古
来
島
で
守
ら
れ
て
き

た
水
を
未
来
の
喜
界
島
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。い
つ
ま
で
も
「
島
の

水
は
き
れ
い
」と
安
全
・
安
心
な
水

で
あ
る
よ
う
、
環
境
保
全
に
本
気

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

　

下
水
道
の
加
入
率
は
、
依
然
低

位
で
推
移
し
て
い
ま
す
。（「
広
報

き
か
い
」
平
成
十
八
年
七
月
号
）

　

水
道
法
に
よ
り
下
水
道
が
整
備

さ
れ
た
地
域
で
は
、
接
続
や
水
洗

ト
イ
レ
へ
の
改
造
を
行
う
よ
う
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
地
域
の

方
々
は
工
事
を
速
や
か
に
行
い
、

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
浄
化
槽
（
合
併
処
理
型
）
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
／
設
置
補
助
制
度

　

浄
化
槽
は
、
し
尿
と
生
活
排
水

を
併
せ
て
処
理
で
き
、
海
な
ど
に

放
流
さ
れ
る
汚
れ
の
量
が
単
独
処

理
型
の
八
分
の
一
と
な
り
、
下
水

道
と
同
等
の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。既
設
の
浄
化
槽
（
単
独
処
理

型
）は
、
な
る
べ
く
早
く
合
併
処
理

型
の
浄
化
槽
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
町
は
環
境
保
全
を
強
く
推

し
進
め
て
お
り
、「
浄
化
槽
設
置
時

の
補
助
」を
設
け
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
の
接
続
お
よ
び
浄
化
槽

の
設
置
補
助
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
水
環
境
課
ま
で
。

�
６
５－

１
１
１
１　

内
線　
７７

浄
化
セ
ン
タ
ー
、
農
業
集
落
排

水
施
設
、
合
併
処
理
浄
化
槽

〜
管
理
業
者
の
生
の
声
〜

　

施
設
・
浄
化
槽
に
流
入
し
て
処

理
機
能
を
低
下
さ
せ
て
い
る
生
活

排
水
（
し
尿
・
雑
排
水
）
以
外
の

物
の
う
ち
、
特
に
多
い
流
入
物
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
流
入
物

　

生
理
用
品
・
歯
間
ブ
ラ
シ
・
ボ
ー

ル
ペ
ン
・
輪
ゴ
ム
・
し
ょ
う
ゆ
入

れ
（
弁
当
な
ど
に
入
っ
て
い
る
も

の
）、
避
妊
用
具
、
使
用
済
み
の
多

量
の
油
、
酸
性
の
強
い
洗
剤
（
年

末
な
ど
家
の
大
掃
除
の
際
は
特
に

注
意
）、
布
、
木
片
。

※
し
尿
・
雑
排
水
以
外
の
物
が
流

入
す
る
と
微
生
物
等
の
浄
化
機
能

が
低
減
し
ま
す
。
し
尿
・
雑
排
水

以
外
は
流
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

油汚れは、ふき取っ
てから洗いましょう

米のとぎ汁は、
植木などへ

使い古したてんぷら
油などは、微生物の
大敵と言われていま
す。水に流さないよう
にしましょう

汚
れ
た
水
は
こ
う
し
て
き
れ
い
に
な
り
ま
す

私
た
ち
に
で
き
る
生
活
排
水
対
策

発
揮
し
や
す
い
生
育
環
境
を
人
工

的
に
作
っ
て
自
然
界
よ
り
効
率
よ

く
汚
れ
を
取
り
除
き
、
水
を
き
れ

い
な
水
に
し
て
海
へ
と
流
し
ま
す
。

　

島
の
処
理
場
方
式
（
微
生
物
の

働
き
）
に
は
場
所
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
り
ま
す
。
荒
木
・
志
戸
桶
・

赤
連
の
処
理
場
で
は
微
生
物
が
処

理
槽
内
を
自
由
に
泳
い
で
汚
水
を

処
理
す
る
の
に
対
し
、
城
久
の
処

理
場
で
は
微
生
物
が
一
カ
所
に
と

ど
ま
っ
て
流
れ
て
く
る
汚
水
を
処

理
し
ま
す
。
方
式
の
違
い
は
、
施

設
に
よ
っ
て
汚
水
の
処
理
量
が
異

な
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

〜
家
庭
で
で
き
る

　
　
　

自
然
へ
の
思
い
や
り
〜
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指
定
し
た
の
は
「
青
磁
刻
花
紋

水
注
（
せ
い
じ
こ
っ
か
も
ん
す
い

ち
ゅ
う
）」「
褐
釉
双
耳
注
口
付
壺

（
か
つ
ゆ
う
そ
う
じ
ち
ゅ
う
こ
う

つ
き
つ
ぼ
）」、「
須
恵
器
双
耳
長

胴
瓶
（
す
え
き
そ
う
じ
ち
ょ
う
ど

う
へ
い
）」の
陶
磁
器
三
点
。
い
ず

れ
も
島
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も

の
で
、
一
一
〇
〇
年
前
後
に
生
産

さ
れ
て
お
り
、
全
国
で
も
出
土
例

が
少
な
く「
資
料
的
価
値
は
高
い
」

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

町
教
育
委
員
会
は
指
定
ま
で
の

経
緯
を
「
小
野
津
集
落
の
八
幡
神

社
境
内
に
あ
る
『
五
つ
』
の
カ
メ

の
陶
磁
器
（
三
点
）
の
う
ち
一
点

（
青
磁
刻
花
紋
水
注
）
が
、
越
州

窯
系
の
水
注
で
非
常
に
貴
重
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
京
都
光
華
女
子

大
学
の
百
瀬
正
恒
氏
や
太
宰
府
市

教
育
委
員
会
（
福
岡
県
）
の
中
島

恒
次
郎
・
山
村
信
榮
両
氏
な
ど
、

数
人
の
研
究
者
が
指
摘
し
た
」、

「
五
つ
カ
メ
」
の
陶
磁
器
が
仲
間
入
り

＝
町
指
定
有
形
文
化
財
に
新
登
録
＝

　

町
教
育
委
員
会
は
、
町
文
化
財
保
護
審
議
会
（
上
原
慶
三
郎
会

長
）
の
答
申
を
受
け
、
小
野
津
集
落
に
伝
わ
る
「
五
つ
の
カ
メ
」
伝
承

に
ま
つ
わ
る
陶
磁
器
を
、
九
月
二
十
六
日
付
け
で
町
指
定
文
化
財

に
指
定
し
た
。町
指
定
文
化
財
は
今
回
の
陶
磁
器
（
三
点
）
を
加
え
、

有
形
文
化
財
が
合
計
二
十
点
。民
俗
文
化
財
や
天
然
文
化
財
な
ど

を
含
め
る
と
四
十
五
点
が
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　中国・浙江省の、いわゆる越州窯に
おいて、宋代に生産されたものであ
る。時期については、１１世紀後半～
１２世紀前半と考えられる。
　口縁部・注ぎ口・把手は欠損して
いるが、残存高２０．５㎝、復元器高２２
㎝前後と推定できる。（推定口径：１０
㎝、胴径：１３．１㎝、底径：７．９㎝）
　胴部に縦方向に瓜稜双線を削りだ
し、６区画にわけ各々に施文してい
る。特に対面する区画内には瓜稜双
線をはさんで、二重線で木瓜文形の
輪郭をつくり、その内部に牡丹花な
いし菊花文を大きく施文している。
高台内（底部外面）に目跡が付着し
ている。

①青磁刻花文水注（１点）

　口縁は欠損しているが、盤口に開
く形態である。胴部は最大径を上半
に持ち、そこに著しく退化した両耳
を貼り付けている。胴部全体に、横
方向の条痕のタタキ調整の痕がみら
れる。（胴径最大：約２２㎝、底径：約
１４㎝、残存器高：約３３㎝程度）
　産地や年代については確実な情報
は得られていないが、鹿児島県南さ
つま市金峰町の窯で生産された可能
性を指摘する見解や北部九州（佐賀
県）で似た形態の出土事例があり、そ
れから、１１世紀後半～１２世紀と考え
られる。

②須恵器双耳長胴瓶（１点）

　現在、口縁を欠損する胴部上半と下半部のふたつに分かれている。
頸部は直立しその肩との境に幅１．５㎝の縦耳を対に付けている。胴部は
中位に最大径をもつが、かなり 歪 になっている。肩に注口基部の孔が

いびつ

あけられている。（胴径最大：２１．１㎝、底径：９．１㎝、器高：２５㎝程度）
　中国産褐釉陶器とみられ、福建省福州付近の窯の製品と考えられる。
年代については、類例が少なく確実な情報は出せないが、博多遺跡群で
は１１世紀には類似した形態の資料があり、１１世紀～１２世紀前半代の可
能性がある。

③褐釉双耳注口付壷（１点）

た
だ
し
「
残
り
の
二
点
に
つ
い
て

は
、
各
研
究
者
の
見
解
に
相
違
が

あ
る
の
も
事
実
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
三
点
全
て
の
個
別
調
書

作
成
に
携
わ
り
、
日
本
で
有
数
の

陶
磁
器
研
究
者
で
あ
る
専
修
大
学

の
亀
井
明
徳
氏
は
、「
城
久
遺
跡

群
と
の
関
連
か
ら
喜
界
島
に
も
大

き
な
政
治
権
力
が
存
在
し
て
い
た

可
能
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
」
と

解
説
し
て
い
る
。（
写
真
①
〜
③

の
解
説
は
亀
井
氏
の
見
解
）

　

同
審
議
会
は
「
現
地
（
小
野
津
）

に
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
意
義

は
大
き
い
。『
五
つ
』の
カ
メ
の
う

ち
残
り
二
つ
の
陶
磁
器
に
つ
い
て

も
所
在
を
早
急
に
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
陶
磁
器
を
地
域
伝
承

と
と
も
に
語
り
継
ぎ
、
大
切
に
後

世
に
伝
え
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ

る
」
と
話
し
て
い
る
。
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炎
天
下
の
労
力
軽
減
を
目
ざ
し

て
ゴ
マ
の
脱
粒
機
開
発
に
乗
り
出

し
て
い
る
ヤ
ン
マ
ー
が
九
月
七
・

十
三
の
両
日
、
町
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
脱
粒
の
実
証
・
実
演

会
を
行
っ
た
。
実
演
に
は
、
加
藤

啓
雄
町
長
や
町
議
会
議
員
、
Ｊ
Ａ

あ
ま
み
の
関
係
者
、
農
家
ら
が
見

学
に
訪
れ
、
新
し
く
開
発
さ
れ
た

機
械
を
注
意
深
く
観
察
、
機
能
性

な
ど
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
機
械
は
、
既
存
の
そ
ば
脱

穀
機
の
改
良
型
で
、
昨
年
か
ら
実

証
し
、
今
回
、
揺
動
の
網
を
細
か

く
す
る
な
ど
四
カ
所
に
改
良
を
加

え
た
。

　

＝
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
＝

　

最
近
、
奄
美
地
区
に
お
い
て
一

般
の
人
が
違
法
に
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ

を
採
捕
し
て
い
る
事
例
報
告
が
あ

る
。
採
捕
後
の
ウ
ニ
殻
の
放
置

等
、
処
理
に
関
す
る
問
題
が
発
生

し
て
お
り
、
県
大
島
支
庁
商
工
水

産
課
は
「
ウ
ニ
殻
処
理
」
の
注
意

を
促
し
て
い
る
。

　

町
漁
業
関
係
者
は
、「
喜
界
に

お
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の

よ
う
な
問
題
が
発
生
し
た
と
い
う

苦
情
な
ど
の
連
絡
は
受
け
て
い
な

い
」
と
話
す
。

　

本
来
、
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
の
採
捕

は
県
知
事
が
各
漁
協
へ
許
可
し
た

共
同
漁
業
権
の
内
容
で
、
漁
協
が

認
め
た
者
の
み
捕
獲
で
る
。
捕
獲

の
権
利
を
持
っ
て
い
る
者
で
も
時

期
以
外
は
捕
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
な
っ
て
い
る
。　

　

町
建
設
課
は
「
水
産
資
源
管
理

型
漁
業
が
最
重
視
さ
れ
る
中
、
喜

界
島
周
辺
海
岸
に
昔
か
ら
大
量
に

生
息
し
て
い
た
ウ
ニ
が
絶
滅
状
況

に
あ
る
」
と
し
て
、
年
二
回
（
約

五
千
個
）
ほ
ど
、
生
活
排
水
が
流

れ
込
ん
で
こ
な
い
海
藻
が
生
い
茂

る
沿
岸
地
域
を
選
ん
で
、
シ
ラ
ヒ

ゲ
ウ
ニ
種
苗
の
放
流
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　

漁
業
関
係
者
は
「
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ

ニ
は
島
に
と
っ
て
貴
重
な
水
産
資

源
。
組
合
員
の
高
齢
化
が
進
み
漁

業
形
態
も
変
わ
っ
て
い
く
な
か

で
、
今
後
は
、
ウ
ニ
な
ど
の
栽
培

漁
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

漁
業
権
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

喜
界
島
漁
業
協
同
組
合
（　

）
０

６５

２
４
９
へ
。
ウ
ニ
殻
は
一
般
廃
棄

物
の
取
扱
に
な
る
た
め
、
廃
棄
に

つ
い
て
は
役
場
住
民
課
（　

）
１

６５

１
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　

町
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
実
演
で
は
天
日
干
し
さ
れ
た

ゴ
マ
を
ロ
ー
ラ
ー
に
投
入
、
揺
動

で
振
り
分
け
ら
れ
た
ゴ
マ
は
と
う

み
を
も
っ
て
殻
と
ゴ
マ
に
分
別
。

ゴ
マ
は
設
置
さ
れ
た
袋
に
収
ま
り

殻
は
昇
降
機
で
排
出
さ
れ
た
。
参

加
者
ら
は
実
際
に
脱
穀
後
の
殻
を

手
に
取
り
、
成
果
品
に
手
応
え
を

感
じ
た
様
子
だ
っ
た
。

　

産
業
振
興
課
の
吉
岡
強
補
佐
は

「
約
五
十
㌔
脱
穀
す
る
の
に
約
一

時
間
半
で
作
業
は
可
能
と
見
て
い

る
。
今
後
は
、
効
率
性
、
機
能
性

を
も
っ
た
こ
の
機
械
を
利
用
し
、

農
家
の
労
力
削
減
を
図
り
た
い
」

と
改
良
点
を
高
く
評
価
、
町
で
も

購
入
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

一
般
の
採
捕
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

奄
美
地
区
で
違
法
採
捕
の
事
例
報
告

農
家
の
労
力
削
減
目
指
し
て

ヤ
ン
マ
ー
が
ゴ
マ
脱
粒
機
を
開
発　
　

　

公
金
を
取
り
扱
う
指
定
金
融
機

関
の
開
業
式
が
九
月
一
日
、
あ
ま

み
農
業
協
同
組
合
喜
界
町
役
場
派

出
所
前
（
収
入
役
室
前
）
で
行
わ

れ
た
。
加
藤
啓
雄
町
長
や
乾
和
夫

町
議
会
議
長
、
井
上
吉
偉
組
合
長

（
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
）
ら
が
開
所
を
祝

い
、
公
金
取
扱
の
「
安
全
性
・
正

確
性
」
の
発
展
に
期
待
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
に
立
っ
た
加
藤
町

長

は
、「
平

成
十
六
年
行

財
政
改
革
に
基
づ
き
議
会
の
議
決

を
得
て
指
定
金
融
機
関
制
度
を
導

入
し
た
。
行
政
シ
ス
テ
ム
が
高
度

化
・
複
雑
化
す
る
中
で
出
納
事
務

の
効
率
的
運
営
と
正
確
性
、
安
全

性
ひ
い
て
は
町
民
の
利
便
を
図

り
、
よ
り
し
っ
か
り
と
し
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
仕
組
み
と
な
る
よ
う

努
力
を
重
ね
た
い
」
と
力
を
込
め

た
。

　
　

挨
拶
を
受
け
て
井
上
組
合
長

は
「
業
務
開
始
を
祝
い
今
後
の
円

滑
な
業
務
の
推
進
を
図
り
、
喜
界

町
の
経
済
の
発
展
の
た
め
に
、
Ｊ

Ａ
あ
ま
み
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

町
民
へ
の
利
便
性
を

図
る
た
め
、
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
一
角

に
は
自
動
現
金
受
払
機
も
設
置
さ

れ
て
い
る
。
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効
率
と
安
全
・
正
確
性
に
期
待
／
指
定
金
融
機
関

　

開　

業　

式
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だ
さ
い
」
と
元
気
よ
く
激
励
の
言

葉
を
贈
り
、
余
興
が
始
ま
っ
た
。

少
林
寺
拳
法
の
演
武
や
島
唄
、
洋

舞
「
フ
ラ
メ
ン
コ
」、
一
条
流
の
日

本
舞
踊
な
ど
多
彩
な
演
芸
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
中
、
八
十
五

歳
に
な
る
敬
老
者
の
親
族

二
人
が
面
を
つ
け
て
「
安

来
節
」
を
披
露
。
軽
妙
な

手
足
の
動
き
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
会
場
は
笑
い
の
渦
。

曲
が
終
わ
っ
た
途
端
、
面

を
つ
け
た
二
人
は
一
瞬
に

し
て
舞
台
を
去
っ
た
。

　

高
島
区
長
は
「
合
併
五

十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
、
こ
の
よ
う
に
祝
宴
を

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た

集
落
の
方
々
に
感
謝
し
ま

す
。
ま
た
、
幾
多
の
変
遷

を
歩
み
続
け
て
こ
ら
れ
た
敬
老
者

の
皆
さ
ん
、
今
後
と
も
健
康
に
ご

留
意
く
だ
さ
い
。
先
輩
方
の
ご
指

導
を
頂
き
な
が
ら
、
早
町
地
区
の

益
々
の
発
展
願
い
つ
つ
、
さ
ら
に

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
力
強

く
語
っ
て
い
た
。

安来節に笑いの渦
早町集落で敬老会

農
道
を

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

喜
界
島
自
衛
隊
通
信
所
隊
員

　

喜
界
島
自
衛
隊
通
信
所
（
黒
崎

浩
一
所
長
）
の
隊
員
三
十
人
が
、

通
信
施
設
に
隣
接
す
る
農
道
で
九

月
十
一
・
十
二
の
両
日
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
を
行
っ
た
。
農
道
川

城
線
施
設
周
辺
に
集
ま
っ
た
隊
員

ら
は
「
視
界
が
悪
く
非
常
に
危
険

だ
。
こ
こ
を
通
る
車
が
少
し
で
も

安
全
に
走
行
で
き

る
よ
う
に
」と
作
業

を
始
め
た
。

　

額
に
流
れ
る
汗

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
、

農
道
に
生
い
茂
る

草
を
刈
払
機
等
で

払
い
、
二
日
に
わ

た
る
清
掃
で
車
道

は
見
違
え
る
ほ
ど

広
く
な
り
、
安
全

性
も
高
ま
っ
た
。

　

全
国
喜
界
会
連
合
会
（
乾
善
人

会
長
）
か
ら
町
へ
浄
財
（
約
十
万

円
）
が
届
け
ら
れ
た
。

　
「
島
の
た
め
に
何
か
し
た
い
。

島
か
ら
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
物
を
、

植
樹
の
よ
う
な
後
世
に
残
る
形

で
」
と
の
同
会
の
働
き
か
け
に
、

　

敬
老
の
日
の
九
月
十
八
日
、
島

内
の
集
落
公
民
館
な
ど
で
敬
老
会

が
開
か
れ
た
。
島
で
は
、
敬
老
の

日
か
正
月
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
祝

賀
会
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

日
は
早
町
集
落
や
小
野
津
集
落
な

ど
で
集
落
民
が
一
斉
に
集
い
、
共

に
敬
老
を
祝
っ
た
。

　

早
町
集
落
（
高
島
純
也
区
長
）

で
は
、
こ
の
日
も
集
落
外
の
踊
り

手
や
子
ど
も
た
ち
が
賑
や
か
な
楽

し
い
出
し
物
を
披
露
し
た
。
ま

ず
、
地
元
の
保
育
園
児
五
人
が「
い

つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く

　

百
之
台
の
滝
川
林
道
で
マ
ー
キ

ン
グ
さ
れ
た
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
九

月
二
十
九
日
、
伊
地
知
役
場
職
員

に
よ
っ
て
再
捕
獲
さ

れ
た
。
羽
に
は「
９
／

　

（
九
月
十
五
日
）」

１５「
Ｓ
Ｒ
Ｔ
２
７
０
」

「
の
っ
ぺ
」と
書
か
れ

て
お
り
、
こ
の
記
録

か
ら
す
る
と
、
わ
ず

か
半
月
足
ら
ず
で
長

野
県
か
ら
喜
界
島
ま

で
約
千
二
百
㌔
を
飛
ん
で
き
た
こ

と
に
な
る
、
島
の
愛
蝶
家
と
し
て

知
ら
れ
る
福
島
誠
さ
ん
（
中
里
）

は
「
長
野
県
大
町
市
の
『
の
っ
ぺ

山
荘
』
で
マ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
た
も

の
で
は
」
と
話
し
て
い
る
。

　

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
マ
ー
キ
ン
グ

は
、
日
本
各
地
で
確
認
さ
れ
て
お

り
、
蝶
を
き
っ
か
け
に
他
県
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
が
始
ま
っ
た

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
「
海
を
渡
る
蝶
」

と
し
て
全
国
放
送

さ
れ
る
な
ど
最
近
、

話
題
を
呼
ん
で
い

る
。

　

福
島
さ
ん
に
よ

る
と「
海
を
渡
る
謎

の
生
態
等
の
解
明

を
進
め
る
た
め
、

全
国
の
愛
好
家
が

蝶
に
マ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
」

と
の
こ
と
。「
マ
ー
キ
ン
グ
さ
れ

た
蝶
を
再
捕
獲
し
た
場

合
、
貴
重
な
移
動
生
態

が
解
明
で
き
る
」
と
し

て
、
福
島
さ
ん
は
蝶
の

画
像
な
ど
の
情
報
提
供

を
募
っ
て
い
る
。

▽
連
絡
先
／
福
島
誠
�

０
９
９
７
（　

）
０
０

６５

８
９

電
子
メ
ー
ル
／m

ak
oto

-f＠
po.synapse.ne.jp

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
長
野
か
ら
帰
る

マ
ー
キ
ン
グ
蝶
を
再
捕
獲
／
滝
川
林
道

町
は
か
つ
て
は
空
港
周
辺
に
た
く

さ
ん
あ
っ
た
町
の
花
『
竜
舌
蘭
』

を
希
望
。
早
速
、
空
の
玄
関
口
で

あ
る
喜
界
空
港

周
辺
に
竜
舌
蘭

二
百
本
を
植
栽

し
た
。
島
の
景
勝
地
ス
ギ
ラ
ビ
ー

チ
や
沿
岸
周
辺
に
新
た
な
情
緒
を

醸
し
出
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。

空
港
周
辺
に
竜
舌
蘭
植
栽

全
国
喜
界
会
連
合
会
の
浄
財
で

）五
十
周
年
で
気
持
ち
も
新
た
に（
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「
八
十
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の

歯
を
二
十
本
以
上
保
ち
、
生
涯
を

通
じ
て
自
分
の
歯
で
豊
か
な
食
生

活
を
楽
し
も
う
」と
厚
生
労
働
省
、

日
本
歯
科
医
師
会
が
展
開
し
て
い

る 
８
０
２
０ 
運
動
。
今
年
も
町
内

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

の
歯
科
医
師
か
ら
推
薦
を
受
け
た

三
人
が
県
と
郡
の
歯
科
医
師
会
か

ら
表
彰
を
受
け
、
加
藤
啓
雄
町
長

か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ

た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
高
橋
一
男

さ
ん
（　

・
嘉
鈍
）、
村
上
國
信

８３

さ
ん
（　

・
上
嘉
鉄
）、
豊
ト
ミ

８０

エ
さ
ん
（　

・
羽
里
）。
高
橋
さ

８０

ん
は
二
十
一
本
、
村
上
さ
ん
は
二

十
三
本
、
豊
さ
ん
は
二
十
二
本
の

歯
を
保
有
。

　

高
橋
さ
ん
は
「
言
い
伝
え
を

守
っ
て
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
」、

豊
さ
ん
と
村
上
さ
ん
は
「
食
べ
物

に
注
意
し
な
が
ら
一
日
三
回
、

朝
、
昼
、
夜
と
歯
み
が
き
を
怠
ら

ず
や
っ
て
い
ま
す
」
と
丈
夫
な
歯

の
持
ち
主
ら
し
く
笑
顔
で
応
え
て

く
れ
た
。

　

第
３
回
奄
美
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
人

材
育
成
塾
が
九
月
十
五
日
、
中
央

公
民
館
旧
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

塾
生
等
約
六
十
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
は
、
喜
界
島
の
薬
草
に
詳

し
い
獣
医
師
の
高
坂
嘉
孝
先
生
が

務
め
た
。

　

塾
で
は
参
加
者
全
員
が
ホ
ー

ギ
ー（
ミ
ツ
バ
ハ
マ
ゴ
ウ
）の
ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
を
作
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
島
の
食
材
を
使
っ
た
ス
ン

カ
ー
（
ハ
マ
カ
ブ
ラ
）
の
ス
ー
プ
、

冬
瓜
の
そ
ぼ
ろ
あ
ん
か
け
（
花
良

　

町
保
健
師
は
「
歯
が
健
康
で
あ

れ
ば
、
よ
く
噛
む
こ
と
が
で
き
る

た
め
全
身
の
抵
抗
力
が
高
ま
り
、

肥
満
防
止
に
も
繋
が
る
。
ま
た
、

脳
へ
の
血
液
の
循
環
を
促
し
、
脳

細
胞
の
活
動
も
活
発
に
な
る
。
健

康
で
快
適
な
毎
日
を
送
る
た
め
、

自
分
の
歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

者
の
方
々
の
健
康
増

進
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
入
園

者
に
車
イ
ス
を
手
渡

し
、
続
い
て
第
一
保

育
所
の
園
児
ら
約
二

十
人
が
「
い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
て
く
だ
さ

い
と
」
入
園
者
一
人

ひ
と
り
に
花
束
を
手

渡
し
た
。神
田
園
長

は
「
入
園
者
に
配
慮

い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。入
園
者
、

職
員
と
も
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。

　

同
社
の
車
イ
ス
寄
贈
は
今
年
で

三
回
目
、
延
べ
九
台
。ま
た
、
夏
か

ら
冬
に
か
け
て
独
居
老
人
宅
の
無

料
電
気
点
検
を
行
う
な
ど
、
高
齢

者
化
社
会
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
展
開
し
て
い
る
。

〜
第
三
回
奄
美
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
人
材
育
成
塾
〜

治
ミ
カ
ン
風
味
）、
ア
マ
ナ
（
ホ
ソ

バ
ワ
ダ
ン
）
の
白
和
え
、
シ
マ
ソ

ラ
マ
メ
の
リ
ゾ
ッ
ト
の
四
品
を
試

食
し
た
。
試
食
の
前
に
は
高
坂
先

生
か
ら
調
理
方
法
や
食
材
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

塾
で
は
ほ
か
に
も
ヨ
モ
ギ
茶
や

柿
の
葉
茶
な
ど
体
に
優
し
い
お
茶

の
紹
介
や
、
食
べ
ら
れ
る
薬
草
や

危
険
な
植
物
の
説
明
も
あ
り
、
参

加
者
は
喜
界
島
に
あ
る
体
に
良
い

食
材
（
薬
草
）
の
知
識
だ
け
で
な

く
お
い
し
い
料
理
も
詰
め
込
み
、

有
意
義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。

身体にいいことしてますか？

　第１回喜界町ウオーキング大会を１１月２５日

（土）午後３時から空港臨海公園で行います。

　当日は健康チェックやウオーキングの指導

も予定しております。

　事前の申し込みはいりませんので参加希望

者はスギラビーチへお集まり下さい。

　潮風を浴びながらみんなでウオーキングを

楽しんでみませんか？

　問い合わせ先
　　　すこやかセンター　電話　６５－３５２２

自
分
の
歯
で
快
適
な
毎
日

８
０
２
０
運
動
で
三
人
を
表
彰

　

敬
老
の
日
を
前
に
鹿
児
島
市
の

大
福
電
設
�
（
高
牟
禮
哲
博
代
表

取
締
役
）
と
第
一
保
育
所
の
園
児

ら
二
十
人
が
九
月
十
五
日
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
界
園
（
神
田

健
一
園
長
）
を
訪
れ
、
車
イ
ス
三

台
と
花
束
を
贈
っ
て
、
入
園
者
を

激
励
し
た
。

　

最
初
に
同
社
の
社
員
が
「
入
園

喜
界
島
の
食
材（
薬
草
）を
学
ぶ

健康増進に役立てて
大福電設が車イス寄贈
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保
健
師
だ
よ
り

国
保
係
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の

申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
保
健
福
祉
課
国
保

係
ま
で

◎
対
象
：
六
十
歳
未
満
の
国
保

被
保
険
者

◎
実
施
病
院
：
県
立
大
島
病
院

◎
内
容
：
一
泊
二
日

◎
自
己
負
担
額

　
　
　

男
性
：
一
八
三
一
五
円

　
　
　

女
性
：
二
〇
六
二
五
円

「
ぼ
け
」
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を

　

現
在
、
全
国
で
認
知
症
の
方

は
一
七
〇
万
人
。
二
〇
一
五
年

に
は
二
五
〇
万
人
に
達
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
と

こ
ろ
で
起
こ
り
う
る
問
題
で

す
。

　

症
状
が
進
む
と
介
護
す
る
ご

家
族
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま

す
。も
し
認
知
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
喜

界
島
に
な
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

認
知
症
早
期
発
見
の
め
や
す

①
物
忘
れ
が
ひ
ど
い

　

今
切
っ
た
電
話
の
相
手
を
忘

れ
る
。
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言

う
。
貴
重
品
・
衣
類
な
ど
を
盗

ま
れ
た
と
人
を
疑
う
。

②
判
断
・
理
解
力
の
衰
え

　

料
理
・
片
付
け
・
計
算
・
運
転

な
ど
の
ミ
ス
が
多
く
な
る
。新
し

い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い
。話
し

の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
。

③
時
間
・
場
所
が
わ
か
ら
な
い

　

約
束
を
間
違
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。慣
れ
た
道
で
も
迷
う
。

④
人
柄
が
変
わ
る

　

怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
。
周
り

へ
の
気
遣
い
が
な
く
頑
固
に

な
っ
た
。
自
分
の
失
敗
を
人
の

せ
い
に
す
る
。

⑤
不
安
が
強
い

　

一
人
に
な
る
と
怖
が
っ
た
り
寂

し
が
っ
た
り
す
る
。外
出
時
、
何

度
も
持
ち
物
を
確
か
め
る
。「
頭

が
変
に
な
っ
た
。」と
訴
え
る
。

⑥
意
欲
が
な
く
な
る

　

下
着
を
替
え
ず
身
だ
し
な
み

を
構
わ
な
く
な
っ
た
。
好
き
な

こ
と
に
も
興
味
を
示
さ
な
く

な
っ
た
。
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
何
を

す
る
も
の
億
劫
が
る
。

　

早
期
に
発
見
し
て
対
応
す
れ

ば
以
後
の
生
活
が
変
わ
り
ま

す
。
い
く
つ
か
思
い
当
た
る
こ

と
が
あ
れ
ば
専
門
医
を
受
診
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ご
相
談
は
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

ま
で
。

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
等
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
今

年
か
ら　

月
を
「
不
法
投
棄
防
止

１１

強
化
月
間
」
と
定
め
、
不
法
投
棄

防
止
の
普
及
・
啓
発
や
産
業
廃
棄

物
の
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

等
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で

す
。
不
法
投
棄
を
な
く
し
住
み
よ

い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
を
発
見
し
た
際
は
、
お
近
く
の

保
健
所
ま
た
は
県
庁
廃
棄
物
・
リ

サ
イ
ク
ル
対
策
課
の
産
廃
不
法
投

棄
１
１
０
番
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　
　

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
９

名
瀬
保
健
所

�
（　

）
７
４
７
４

５３

　

文
化
芸
術
に
は
、
感
性
に
訴

え
、
人
々
に
感
動
を
与
え
、
創
造

や
表
現
へ
と
向
か
わ
せ
る
力
が
あ

り
ま
す
。
心
身
の
健
康
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
科
学
的
に

実
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
は
観
光

資
源
と
な
っ
た
り
産
業
と
結
び
つ

い
て
経
済
を
活
性
化
さ
せ
た
り
す

る
な
ど
、
魅
力
あ
る
社
会
づ
く
り

を
推
進
す
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
を
き
っ
か
け
に
、
日

常
生
活
の
中
で
文
化
芸
術
の
創
作

活
動
を
始
め
た
り
、
身
近
な
文
化

祭
や
展
覧
会
な
ど
を
鑑
賞
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
・
関
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

県
庁
生
活
・
環
境
課

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
１
４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：m

ailto:seib

unka＠
pref.kagoshim

a.lg.jp

　

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
）
は
、
そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ

た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
事
故
や
窒
息
で

は
な
く
、
眠
っ
て
い
る
間
に
突
然

死
亡
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

　
　

月
以
降
の
冬
場
に
発
生
す
る

１２
傾
向
が
高
い
こ
と
か
ら
、
国
で
は

　

月
を
強
化
月
間
と
定
め
、
発
生

１１の
予
防
に
対
す
る
普
及
啓
発
を
重

点
的
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

発
症
原
因
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
以
下
の
３
点
を
守
る
こ

と
で
発
生
率
が
低
下
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
を
寝
か
せ
る
と
き
は
、

あ
お
む
け
寝
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
や
赤
ち
ゃ
ん
の
周
囲

で
、
煙
草
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま

し
ょ
う
。

●
大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
の
命
を
守
る

た
め
に
、
母
親
だ
け
で
な
く
周
囲
の

方
々
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
子
ど
も
課　

０
９
９－

２
８

６－

２
７
７
５

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
７
５

　

月
は「
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

１１（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
対
策
強
化
月
間
」

　

月
は

１１
　
「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」

保育所運営法人（＝民営化）を募集
　町では、多様化する一方の保育需要に柔軟に
対応するために第一保育所及び第三保育所を社
会福祉法人に移管する計画を進めています。
　◇申込資格
　　町内の社会福祉法人（新規設立を含む）を
優先する

　◇申込期限
　　平成１８年１２月８日（金）午後５時まで
　お問い合わせ　喜界町役場保健福祉課

　

月
は
「
文
化
芸
術
に
親
し
む

１１月
間
」
〜
「
県
民
一
人
一
文
化

芸
術
」
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
〜

お
知
ら
せ



（９）　平成１８年１０月号
　

し
つ
け
や
家
族
関
係
・
友
人
関

係
、
情
緒
・
性
格
・
性
・
子
育
て

に
関
す
る
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

「
家
庭
教
育
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

で
心
の
荷
物
お
ろ
し
ま
せ
ん
か
？

れ
、
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
の
臨

床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談

�
０
９
９
（
２
８
７
）
５
３
４
５

相
談
日
時

火
曜
日
〜
日
曜
日　

午
前
９
時　
３０

分
〜
午
後
５
時
（
祝
日
・
年
末
年

始
除
く
）

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
そ

の
日
実
施
し
、
火
曜
日
が
休
み

と
な
り
ま
す
。

※
上
記
以
外
の
時
間
帯
は
留
守

電
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
対
応
し
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
無
料
）

原
則
と
し
て
毎
月
第
１
・
第
３
火

曜
日
午
後

※
予
約
制
（
随
時
受
付
）

　

暮
ら
し
の
案

内
役
「
町
防
災
無

線
」
の
放
送
内
容

を
メ
ー
ル
で
配
信

す
る
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
先
月
号

（
ｐ　

）
で
お
知

１２

ら
せ
し
た
際
、

「
登
録
は
パ
ソ
コ

ン
の
み
で
行
う
こ

と
が
出
来
る
」
と

な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
新
た
に

携
帯
電
話
か
ら
も

行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
携
帯
電
話

に
メ
ー
ル
配
信
の

登
録
を
行
う
場
合

は
下
記
の
携
帯
専
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
行
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/

i/→

『
喜
界
町
』
携
帯
情
報
サ
ー

ビ
ス　

４
防
災
無
線
放
送
選
択

　

詳
し
い
設
定
方
法
な
ど
は
町
企

画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

�
（　

）
１
１
１
１

６５

あ
な
た
の
「
も
し
や
？
」
が
子
ど
も
を
救
う

　
　

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。「
お
か
し
い
」
と
感
じ

１１
た
り
、
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
と
き
は
、
大
島
児
童
相
談
所
（
�

　

－

６
０
７
０
）、
喜
界
福
祉
事
務
所
（
�　

－

０
１
１
４
）、
役

５３

６５

場
保
健
福
祉
課
（
�　

－

３
４
８
４
）、
に
相
談
（
通
告
）
し
て
く

５５

だ
さ
い
。（
通
告
は
義
務
＝
権
利
）

　

あ
な
た
も
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
で
す
。

石綿業務に従事した離職者に対する特別健康診断事業
１　目的
　過去に石綿を製造し、または取り扱う作業に従事し、事業場の廃業等何らかの理
由により石綿健康診断を受診できない退職者に対して、無料で健康診断を実施する
ことにより健康管理を図るものです。
２　対象者
　石綿を製造し、または取り扱う作業に従事して退職した方で、以下の全ての項目
を満たしている方。
①　従事していた作業が特定できること。
②　初回ばく露から１０年以上経過していること。
③　以前石綿作業に従事していた事業場が廃業や倒産、退職者に対する健康診断を
拒否等の理由で石綿健康診断を受診できない状況にあること。
④　石綿に係る健康管理手帳を所有していないこと。
３　問い合わせ先、申請場所
＊（社）鹿児島県労働基準協会　鹿児島労働衛生センター
　（鹿児島市東開町４－９６　電話０９９－２６７－６２９２）
＊（財）鹿児島県民総合保健センター
　（鹿児島市下伊敷３－１－７　電話０９９－２２０－２３３２）
＊申請に際し、事前に申請書を入手し、申請者本人が記入してください。
４　申請書の受付期間
　　平成１８年１１月１日（水）～１１月１７日（金）
　　（受付を行い、その後、健診を実施します。）

鹿児島労働局労働基準部安全衛生課（電話０９９－２２３－８２７９）

お詫びと訂正
　先月号７Ｐのゴミ指定袋の「燃えるゴミ」と「燃えない

ゴミ」のタイトルが逆になっていました。下記の通り訂正

してお詫びいたします。

携
帯
か
ら
町
防
災
行
政
無
線
放

送
の
メ
ー
ル
受
信
が
可
能
に

●燃えるゴミ

　使用する袋は「赤色」。
集落名・氏名を必ず書いて
ください。

●燃えないゴミ

　使用する袋は「黄色」。
集落名・氏名を必ず書いて
ください。



平成１８年１０月号　（１０）
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

て
交
流
を
深
め
る
こ
と

で
、
自
主
性
・
創
造
性
・

連
帯
性
を
培
い
、
進
ん
で

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
参
画

し
、
郷
土
を
興
す
青
少
年

の
育
成
が
目
的
。
お
盆
時

期
に
実
施
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
帰
省
者
を
含
め

二
百
人
余
り
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に

参
加
者
の
感
想

　

一
日
が
か
り
の
研
修
で
大
変
だ

と
い
う
思
い
で
参
加
し
た
の
で
す

が
、
講
義
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
楽

し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
真
の
リ
ー

ダ
ー
と
は
第
一
に
心
の
温
か
さ
、

第
二
に
若
々
し
さ
と
謙
虚
さ
、
第

三
に
厳
格
さ
と
実
践
力
を
兼
ね
備

え
た
人
。
少
し
で
も
頑
張
っ
て
い

楽しそうに講義を受ける参加者

十
チ
ー
ム
、
女
子
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
に
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
白
熱
し
た
試
合
の
中
、
珍

プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
も
見
ら
れ
、
一

球
ご
と
に
一
喜
一
憂
し
て
大
変
盛

り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
。

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
〉

・
優　

勝　

中
里

・
第
２
位　

佐
手
久

・
第
３
位　

嘉
手
浦
Ａ

・
第
３
位　

湾
Ｂ

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
〉

・
優　

勝　

赤
連

・
第
２
位　

湾

・
第
３
位　

中
里

・
第
３
位　

嘉
手
浦
Ａ

悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し

た
中
里
チ
ー
ム

▲　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

第
４
分
科
会
実
践
事
項

　

こ
れ
か
ら
集
落
行
事
（
島

遊
び
）
で
八
月
踊
り
を
踊
る

機
会
が
増
え
ま
す
。
家
族
そ

ろ
っ
て
参
加
し
、
地
域
全
体

で
八
月
踊
り
を
伝
承
す
る
気

運
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
研
修
の

機
会
を
い
た
だ
き
、
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

黒
潮
探
検
隊
！
２
０
０
６
が
特
別
企
画
講
演
会

　

ツ
バ
ル
は
９
つ
の
珊
瑚
島（
環
礁
の

島
）
か
ら
な
る
小
さ
な
島
国
で
、
全

て
の
島
を
あ
わ
せ
て
も　

平
方
㌔

２６

㍍
（
東
京
都
品
川
区
と
同
じ
く
ら

い
）。そ
ん
な
小
さ
な
島
々
に
約
一

万
人
の
人
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。一
九
七
八
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
植

民
地
か
ら
独
立
し
た
時
、
８
つ
の
島

民
が
協
力
し
て
国
を
作
っ
て
い
こ
う

と
い
う
意
味
を
込
め
て
国
名
を
「
Ｔ

Ｕ
＝
立
ち
上
が
る
、
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
＝

８
」
と
決
め
ま
し
た
。喜
界
島
と
共

通
点
の
多
い
島
と
あ
っ
て
、
環
境
問

題
を
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
す
の

木
自
然
館
と
教
育
委
員
会
の
共
催

で
「
学
び
の
風
」
興
し
の
一
環
と
し

て
、「
沈
み
ゆ
く
島
国
ツ
バ
ル
」
〜
地

球
温
暖
化
を
珊
瑚
の
島
で
考
え
る

〜
と
い
う
演
題
の
講
演
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

写
真
家
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ツ
バ
ル
オ
ー

バ
ー
ビ
ュ
ー
日
本
事
務
局
代
表
で
も

あ
る
遠
藤
秀
一
氏
を
講
師
に
招

き
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
九
つ
の
島
（々
ツ
バ

ル
）の
文
化
や
生
活
、
同
国
が
直
面

し
て
い
る
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海

面
上
昇
の
被
害
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
種
団
体
指
導
者
と
し
て
必

要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、

資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
地

域
に
お
け
る
各
団
体
活
動
の
さ

ら
な
る
充
実
と
活
性
化
を
図
る

た
め
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
対
象
は
、
少
年
団
体

成
人
指
導
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
・

女
性
教
育
指
導
者
で
、
十
三
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

赤連チームが２年ぶりのＶ

　

町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

主
催
の
四
大
行
事
の
一
つ
「
青
少

年
ふ
る
さ
と
大
会
」
を
八
月
十
三

日
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
三
十
回
を
数
え
る
同
大

会
は
、
異
な
る
年
齢
層
の
中
・
高

校
生
・
青
年
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

球の動きに一喜一憂
夏休みに「青少年ふるさと大会」

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て

平
成　

年
度
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
（
初
級
）
研
修
会

１８

実践していますか？

〈第４分科会〉
豊かな心を育む文化活動部会

　各集落のリーダーを中心
に組織を作り，八月踊りの
伝承を実践します。



（１１）　平成１８年１０月号

し
ら
雲
は
月
の
光
に
動
か
さ
れ
遺

跡
の
山
の
秋
ぞ 
長 
け
ゆ
く

た

　
　
　
　
　
　
　
　

郡　
　

市
子

帰
省
せ
し
子
等
去
り
ひ
と
り
な
る

我
を
励
ま
し 
囀 
る
九
月
の
鳥
は

さ
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　

弥
島　

幸
子

病
窓
に 
蜻
蛉 
の
群
れ
の
飛
び
交
い

あ
き
つ

て
九
月
な
か
ば
は
退
院
間
近

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

 
祖
先 
ら
の
ね
む
る
薩
摩
の
奥
津
城

み
お
や

に 
佇 
ち
て
巡
り
の
草
に
手
を
触
る

た

　
　
　
　
　
　
　
　

嶺
倉　

祝
子

　

氏　

名　

保
護
者　

住　

所

藤
村　
 
静  
香 　

昭
次　
　

上
嘉
鉄

し
ず 
か

佐
藤 
高  
太  
郎 　

貴
紀　
　

上
嘉
鉄

た
か 
た 
ろ
う

　

千
田　

和
典　
　
　

湾

　

旭　

ゆ
り
か　
　

手
久
津
久

　

喜
田　

友
晃　
　

塩　

道

　

瀬
戸
あ
ゆ
み　
　

阿　

伝

（平成１８年９月３１日現在）

世帯数………………３，７７０戸（－４）

人　口………………８，５０３人（－１３）

　男　………………４，０００人（－１５）

　女　………………４，５０３人（＋２）

―――（　）は前月比―――

 
百
日
紅 
い
ろ
薄
れ
つ
つ
お
も
む
ろ

さ
る
す
べ
り

に
揺
れ
て
晩
夏
の 
寂 
け
さ
に
在
り

し
づ

　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

蓮
香

�
の
声
聞
け
ば
思
ほ
ゆ
母
の
声
黒

潮
鳴
り
て
島
は
秋
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

北
島　

シ
ナ

九
月
四
日
敬
老
祝
い
頂
き
ぬ
福
祉

国
家
と
ふ
世
に
生
か
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

有
村　

道
子

　

今
回
の
統
計
は
平
成　

年
国
勢

１７

調
査
速
報
値
の
算
出
基
礎
の
変
更

に
よ
る

上
嘉
鉄　
　

福
村
ヨ
シ
子　
　

才
７９

　

湾　
　
　

實
田
伊
津
美　
　

才
６５

浦　

原　
　

川
島
冨
美
子　
　

才
９８

赤　

連　
　

輝　
　

寶
賞　
　

才
７８

城　

久　
　

井
上
ス
ミ
子　
　

才
７８

　

湾　
　
　

町
田　

賀
永　
　

才
８９

上
嘉
鉄　
　

豊
島　

元
秀　
　

才
８３

赤　

連　
　

吉
山　

�
乃　
　

才
５３

■
香
典
返
し

白　

水　
　

下
島　

初
美

上
嘉
鉄　
　

福
島
喜
代
一

　

湾　
　
　

中
江　

誠
宏

中　

里　
　

渡
久
地
康
一
郎

荒　

木　
　

輝　
　

富
則

滝　

川　
　

佐
倉　

藤
男

社
協
だ
よ
り

（（

限
り
と
て
競
い
鳴
く
�
人
吾
に
燃

ゆ
る
も
の
な
く 
季 
は
移
り
ゆ
く

と
き

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
ヨ
シ
子

九
月
来
て
浮
き
つ
沈
み
つ
我
が
見

入
る 
水
面 
の
月
も
い
た
く
揺
れ
を

み
な
も

り　
　
　
　
　
　
　

平
尾　

チ
ヨ

金
色
に
染
ま
り
し
西
の
空
見
つ
め

や
が
て
我
が
行
く 
黄  
泉 
の
里
思
う

よ 

み

　
　
　
　
　
　
　
　

屋
良　

ミ
ノ

菊
酒
に
菊
風
呂
と
い
ふ 
雅 
な
る
平

み
や
び

安
の
世
の
節
句
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

美
代　

イ
シ

９
月
届
出

 豊 　 島 　 弘 　太    ちゃん（３歳）
とよ しま こう た

　　　　 良 　太
りょう

    ちゃん（１１カ月）
た

　

弟
を
見
る
と
つ
い
つ
い
意
地
悪

を
し
た
く
な
る
お
兄
ち
ゃ
ん
。
で

も
、
良
太
が
病
気
で
元
気
が
な
か
っ

た
時
、
優
し
い
弘
太
で
し
た
ね
。

　

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

る
あ
な
た
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事

を
経
験
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
中

で
困
っ
た
時
、
お
互
い
に
助
け
合
え

る
兄
弟
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い

な
と
願
っ
て
い
ま
す
。（
父
・
母
）

森本　大志くん

幸福　聡悟くん 榮山　亮くん

目
指
せ

　

笑
顔
輝
く

　

元
気
な
喜
界
っ
子

３
歳
児
健
診
（
平
成　

年
８
月

１８

　

日
）
で
む
し
歯
の
な
か
っ
た

３０お
友
達
で
す
。

＝
第
３
回
目
＝

父＝正美

母＝由美子

　　〈赤連〉



平成１８年１０月号　（１２）

▲練習の成果を披露する鼓笛隊（上嘉鉄小）

▲
ゴ
ー
ル
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
が
決
ま
っ

て
い
る
ネ
（
阿
伝
小
）

秋
た
け
な
わ
！

＝
町
内
小
・
中
学
校　

　

運
動
会
カ
メ
ラ
ル
ポ
＝

▼

創
立
百
周
年
。
地
域
を
挙
げ
て

大
会
を
盛
り
上
げ
る
（
小
野
津
小
）

▲

ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
ア
ー
チ
を

疾
走
（
早
町
小
）

▲

創
立
百
二
十
周
年
。
園
児
ら
も

堂
々
の
入
場
行
進
（
荒
木
小
）

▲決まったネ！二中創設以来初の応援舞いを披露
（第二中）

▲創立１１０周年で幼児も全員参加（坂嶺小）

▼太鼓の音が場内に響きわたる（湾小）

▲台風１４号通過中も熱戦が続く（早町中）

▼後ろはまだ来てない？（滝川小）

▲ 孫の応援に体まで弾
むおばあちゃん（志戸
桶小）

３年１組見事に新
記録達成（第一中）


